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第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
、
わ
が
国
の
看
護
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
幾
度
か
の
改
正
を
重
ね
て
き
た
。
日
本
の
看
護
教

育
は
、
複
雑
化
す
る
医
療
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容
や

方
法
を
検
討
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て
き
た
。
二
十
一
世
紀

の
看
護
教
育
は
疾
患
看
護
で
は
な
く
、
個
々
の
状
況
あ
る
い
は
生

活
機
能
に
合
わ
せ
た
看
護
を
目
指
し
て
お
り
、
現
行
の
看
護
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一
九
九
七
年
四
月
一
日
か
ら
の
実
施
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
看
護
基
礎
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
看
護
改
革
を
基
点
と
し
て
、
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

成
立
過
程
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
基
づ
き
明
ら
か
に
す
る
。

戦
前
日
本
の
看
護
教
育
は
、
伝
染
病
や
戦
争
、
災
害
へ
の
救
護

要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
入
学
資
格
と
修
業
年
齢
を
引
き
下
げ
て

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
看
護
教
育
レ
ベ
ル
の
低
落
と
看
護
婦
の
質
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
戦
後
の
看
護
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
成
立
と
経
緯

佐
藤
公
美
子
・
坪
井
良
子

の
低
下
を
招
い
て
き
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
改
革
は
、
看
護
分
野
に

お
い
て
も
斬
新
な
改
革
を
実
施
し
た
。
そ
の
改
革
と
は
、
日
本
の

看
護
職
を
医
師
、
歯
科
医
師
の
よ
う
に
医
療
に
従
事
す
る
専
門
職

へ
と
自
立
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
占
領
当
時
、
日
本
女

性
の
中
で
大
学
・
短
大
へ
進
学
す
る
者
は
、
わ
ず
か
○
・
八
％
に

過
ぎ
ず
、
看
護
教
育
を
高
等
教
育
、
専
門
教
育
へ
と
移
行
す
る
こ

と
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

看
護
改
革
を
主
導
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
（
公
衆
衛
生
福
祉
局
）

の
サ
ム
ス
局
長
、
オ
ル
ト
看
護
課
長
は
、
日
本
の
看
護
職
は
自
ら

が
看
護
職
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
看
護
の
専
門
性
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
と
言
及
し
、
看
護
教
育
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
戦
後

新
た
な
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
が
必
須
課
題
で
あ
る
と

し
た
。
そ
こ
で
、
サ
ム
ス
局
長
は
、
一
九
四
六
年
三
月
二
十
五
日

に
Ｚ
員
の
ヨ
ｍ
固
号
の
胃
旨
口
○
呂
口
＆
を
設
立
し
、
こ
の
委
員
会
を

諮
問
機
関
と
し
て
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
指
示
し

た
。
一
九
四
五
年
四
月
十
一
日
第
二
回
ｚ
昌
曽
眉
固
目
８
盆
○
口

○
○
巨
邑
巳
に
お
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
・
東

京
都
内
七
箇
所
（
慶
応
、
慈
恵
、
聖
路
加
、
日
本
赤
十
字
な
ど
の
看
護

婦
養
成
所
）
の
看
護
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
資
料
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は
科
目
や
時
間
数
の
記
載
が
不
完
全
な
観
が
あ
り
、
検
討
資
料
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
五
年
十
二
月
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ

の
要
請
で
米
国
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
序
ｇ
×

函
琶
四
○
の
凰
国
一
牌
言
巳
呂
ｚ
貝
里
眉
‐
⑦
目
１
，
巳
匡
日
（
以
下

間
ｇ
ｏ
×
）
は
、
わ
が
国
独
自
の
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
成
立

過
程
に
お
い
て
参
考
に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
Ｆ
ｇ
ｏ
ｘ
の
教
育

課
程
は
三
年
制
で
、
一
学
年
は
三
学
期
に
分
か
れ
て
い
た
。
三
年

間
の
講
義
時
間
数
の
合
計
は
一
四
七
三
時
間
、
実
習
時
間
の
合
計

は
五
五
二
時
間
と
あ
る
。
一
年
次
は
生
物
・
物
理
系
、
社
会
科
学

系
の
基
礎
科
目
と
看
護
基
礎
科
目
及
び
看
護
技
術
を
習
得
し
、
二

年
次
、
三
年
次
は
内
科
専
門
科
目
、
外
科
専
門
科
目
な
ど
の
疾
患

別
看
護
の
講
義
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
Ｆ
ｇ
ｏ
ｘ
で
は
、
臨
床

経
験
に
多
く
の
時
間
を
当
て
て
お
り
、
内
科
、
小
児
科
、
産
科
、

神
経
・
精
神
科
が
各
々
十
二
週
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
臨
床
実
習

は
選
択
で
は
な
く
学
生
全
員
が
履
修
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
わ
が
国
の

看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
サ
ム
ス
局
長
、
オ
ル
ト
看
護
課
長
は
、
日
本
の
看
護

を
助
産
、
臨
床
、
公
衆
衛
生
分
野
を
一
本
化
す
る
総
合
看
護
を
目

指
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
看
護
業
務
を
別
々
の
課
程
で
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
と
し
て
考

え
る
と
述
べ
、
看
護
基
礎
教
育
を
三
年
間
の
一
貫
し
た
○
呂
凋
①

ｇ
ｚ
昌
里
侭
で
の
教
育
制
度
に
す
る
と
提
案
し
て
い
た
。
審
議
が

開
始
さ
れ
て
か
ら
約
二
ヵ
月
後
の
五
月
三
十
一
日
、
第
五
回

ｚ
巨
耐
ヨ
”
両
Ｑ
ｐ
ｏ
胃
５
口
○
○
口
ご
Ｑ
一
で
両
①
ぐ
尉
旨
口
９
号
①
○
２
万
ｍ
①

○
貝
風
の
ロ
盲
目
が
報
告
さ
れ
た
。
教
育
期
間
は
三
年
間
（
四
十
六

週
／
年
）
で
、
三
年
間
の
講
義
時
間
数
は
二
二
○
八
時
間
、
さ
ら

に
、
病
棟
実
習
六
一
六
時
間
、
外
来
実
習
一
四
四
時
間
の
計
七
六

○
時
間
と
の
基
準
を
決
定
し
た
。
産
婦
人
科
実
習
と
、
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
保
健
看
護
実
習
に
最
も
多
い
十
二
週
が
当
て
ら
れ
て
い

た
。
オ
ル
ト
ら
が
提
唱
し
た
総
合
看
護
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
具
現

化
し
、
看
護
の
專
門
性
を
求
め
た
、
戦
後
日
本
の
看
護
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

（
山
梨
医
科
大
学
）


